
有
色
蘭
岩
間
物
中
重
要
L･{
る
-
の
～
･?
i
.
る
角
閃
石
に
上
述
の
如
き
礎
化
の
瓢
あ
る
は
岩
石
の
成
因
を
考
究
す
る

上
に
重
大
な
る
意
義
を
有
す
る
も
の
な
ら
ざ
る
ペ
か
ら
す
｡
叉
室
根
に
放
て
も
同
様
の
憂
化
の
春
す

べ
き
を
汲
想
し

て
賓
版
に
着
手
せ
,り
｡

私

路
に
臨
み
放
流
な
る
研
究
敦
料
と
し
て
小銃
澗
七
塩
山
産
褐
色
乃
閃
石
怨
辞
旧
y
･h
れ
た
る
出
口
聖

二
況
串
弐

伊
汲
紺
新
船
郡
荷
駄
包
角
閃
片
山方

谷
諜
肘
等
b
れ
た
る
給
水
酵
規
準
士
及
び
信
暁
樹
孤
紛
糾
産
純
色
角
閃
石
み
割
愛
掌
ら
れ
た
る
三
托
腸
相
氏
の
御
芳
諒
に
射
し
維
ん
で
感
謝
の
潜

み
表
す
C

信

濃

園

上

水

内

郡

第

三

紀

催

石

略

報

(
固
版
警

一版
並
に
衷
付
)

棋

山

次

けnu.
良

長
野
螺
北
部
に
第
三
紀
暦
磯
達
し
其
の
化
石
は
山
晴
博
士
の
採
集
品
を
横
山
博
士
が
同
定
せ
ら
れ
､
地
質
時
代
を

鮮
新
世
下
部
だ
判
定
せ
ら
れ
又
徳
永
博
士
は
庇
科
の
化
石
を
報
せ
ら
れ
其
の
地
質
時
代
を
中
新
世
上
部
だ
せ
ら
れ
た

之
れ
に
よ
っ
て
考
ふ
る
っに
或
は
同
地
方
の
第
三
紀
は
中
新
､
鮮
新
に
ま
た
が
る
も
の
で
あ
る
か
も
計
ら
れ
ぬ
｡
小
山

進
氏
は
多
年
此
の
地
方
の
地
質
を
研
究
さ
れ
多
最
の
化
石
を
採
集
せ
ら
れ
東

の
覚
束
な
る
標
本
生
見
郡
静
岡
大
撃
に

蓬
付
し
凍
ら
れ
た
｡
近
頃
本
間
撃
士
も
帆
地
方
の
地
質
を
小
山
氏
だ
共
同
し
て
調
査
し
て
屠
ら
れ
る
｡
依
っ
て
取
り

敢
え
ず
化
石
に
銅
す
る
概
略
を
此
塵
に
報
じ
椅
ほ
路
雑
精
密
に
調

べ
度
い
ざ
思
っ
て
居
る
｡

此
の
血

方
の
第
三
紀
層
に
は
石
淡
を
含
む
暦
も
あ
る
故
に
各
部
を
海
成
ビ
な
す
事
は
Ⅲ
凍
な
い
が
然
し
大
草
は
洩

信
氾
凶
止
水
内
部
弟
三
紀
牝
石
怖
軸

1(i

f七



I

地

球

第

八
怨

節
三
鱗

茎

T
八

海
の
歌
髄
動
物
で
主
だ
し
て
今
日
北
日
本
以
北
の
寒
極
に
棲
む
も
の
Tだ
同
種
或
は
近
縁
種
で
あ
る
.
北
海
道
か
ら
北

に
千
島
､
ア
レ
ク
㌧

ア
1三

カ
は
緯
度
に
於
て
こ
そ
差
が
あ
る
が
温
度
に
放
て
は
非
常
に
大
な
る
差
が
な
い
の
で
海

樺
動
物
も
共
通
な
る
も
の
が
多
い
｡
此
の
状
態
は
第
三
紀
後
輩
以
凍
飴
-
大
な
る
担
化
が
無
か
っ
た
ど
瓜
は
れ
る
｡

斯
る
束
候
昔
の
南
端
は
寒
流
の
流
れ
方
二

つ
で
慶
化
す
る
が
.
若
し
地
印
的
に
暖
流
の
混
入
を
許
さ
な
い
陸
地
の
障

壁
様
の
も
の
が
賓
在
す
れ
ば
可
成
b
南
下
し
得
る
｡
上
水
内
郡
讐

雇

圏
の
大
概
の
暦
序
･,蒜

だ
の
鍵
化
を
聞
-
ど

北
に
闘
い
LJ
轡
の
沈
積
で
あ
っ
て
此
の
状
俵
に
よ
-
適
合
し
常
時
南
方
よ
･I
暖
流
S
l浪
ず
る
罫
は
登
-
架
か
っ
た
事

を
考

へ
ら
れ
る
｡
又
此
の
時
代
に
恐
ら
-
封
馬
水
道
(
或
は
荷
は
相
方
)
に
て
日
本
は
大
陸
に
蓮
厩
し

1
の
長
大
な
る

牛
島
を

為
し
て
居
た
ら
し
い
｡
之
れ
ほ
フ
ォ
ー
ナ
に
暖
流
型
の
も
の
の
加
っ
て
屠
な
い
事
ビ
嘱
乳
鵜
の
分
布
･,･J
の
J]

か
ら
想
像
さ
れ
る
｡
今
日
の
日
本
海
に
て
は
海
洋
に
治
ふ
て
暖
流
が
北
上
し
和
多
種
の
暖
水
樺
歌
鰻
動
物
を
革
ら
れ

る
が
探
き
部
分
及
び
其
の
大
牢
は
塞
流
に
支
配
さ
れ
て
動
物
堺
に
其
の
影
響
を
別
に
認
め
る
0
封
馬
水
道
閉
鎖
に
よ

り
絶
封
に
暖
水
の
北
上
を
阻
止
す
る
ビ
其
の
為
に
陸
上
の
気
候
が
何
れ
産
経
ril
得
る
で
あ
ら

う
か
は
将
来
研
究
を
要

す
る
大
事
な
開
放
で
あ
る
｡

既
に
論
じ
た
る
が
如
-
塞
洗
の
範
囲
内
に
在
る
北
日
本
の
フ
ォ
ト
ナ
は
多
分
に
ベ
ー
タ
ソ
グ
蘭
の
も
の
に
似
て
r̂Ll

い
河
で
.
従
っ
て
北
米
西
岸
と
も
亦
幾
分
踊
係
が
無
け
れ
ば
な
ら
な
い
0
新
生
代
後
車
に
於
て
は
今
日
に
於
け
る
ビ

大
差
な
き
関
係
の
在
る
事
は
観
客
さ
れ
る
｡
然
ら
ば
北
米
西
岸
の
新
し

き
警

嘉

暦
だ
の
或
る
帯
皮
の
フ
ォ
ー
ナ
に

依
晶

紬
は
亨

不
蒜

で
は
-

｡
今
此
虞
に
同
定
L
た
る
糊
付
の
フ
ォ
ー
ナ
-

つ
て
之
れ
に
最
近
繰
-

TG

の
財

力
タ

フ
オ

γ

tl
ア
に
求
む
る
な
ら
ば

E
t
ch
egoin
F
o
rm
atio
n

の
他
に
は
無
い
0

エ
チ
エ
ゴ
イ
ソ
暦
は
ア
-



ノ

ー
か
ド
が
以
前
申
新
上
加
叩
ビ
し
た
が
近
頃
で
は
耶
乳
類
の
化
石
上
鮮
新
下
部
だ
決
定
し
て
屠
る
や
-
で
あ
る
0
此

の
暦
の
渦
威

フ
ォ
ー
ナ
ビ
棚
村
の
フ
ォ
ー
ナ
ビ
の
中
で
特
に
陶
係
の
探
い
種
類
は
多
々
あ
る
が
就
中
彼
の

mc
aph
a･

r

ca
trilineata
}J

S･
ami
cuta
E
は
非
常
に
近
-
'
然
も
敢
普
通
の
種
類
で
あ
る
｡
我
々
の

P
ati
nop
e
cten
h
ea-

1eyi
yamasakiiは
彼
の

P
.

hel1eyi
FJ-J
は
種
の
帯
皮
で
は
隈
別
兼
す

べ
か
ら
す
｡
我
現
世
にこ
普
通
で
あ
る

P
a
tin
･

opeCten
y
eSSOe
n
Sis
は
漸

-此
の
時
代
に
始
る
ビ
等
し
-
此
れ
に
最
も
近
い

P
･
clurin
u
s

は
破
地
に
放
て
此
の

時
代
あ
た
り
よ
り
次
第
に
横
-
つ
つ
あ
る
や

う
で
あ
る
共
通
種
も
少
-
な

い
が
多
-
は
現
世
種
で
あ
る
か
ら
強
調
す

る
事
が
出
凍
な
い
｡

フ
ォ
ー
ナ
の
基
金
状
態
に
於
て
は

1
暦
顛
似
し
て
屠
る
｡

屈
に
就
て
言
ふ
な
ら
ば

T
ereb
rat･

a

liaJ
S
catjha
r

ca】
P
a
pyrid
ea,G
lycim
erisJ
M

ac

om
aJ
M

y

a,
K

ennelj
eyaJ
P
atinop
eCten
J
P
a
nope)
L
u
c
in･

om
a〉
M
o
n
ia
,

Pr
o
tot
h

a
CaJ
Sp
isu
ia,C
J
n
C
h
o
c
e
le
T
V
e
n
u
s
,

等
の
粗
似
し
た
例
を
襲
げ
程
る
｡
源
膳
板
で
は
反

っ
て
非
常
な
差

を
見
る

O

此
の
頻
は
地
方
的
に
大
な
る

差
を
見
る
の
が
普
通
の
や
う
で
あ
る
｡
詳
し
い
産
地
は
不
明

で
あ
る
が
千
見
酉
の
降
に

1
の
馬
の
第
三
異
臼
蘭
だ
判
断
せ
ら
る
る
も
の
が
あ
っ
て
わ
ら
ゆ
る
鮎
に
於
て

P
lioh
ip
･

p

us或
は
其
れ
に
濃
も
近
き

tl
新
屈
の
も
の
ら
し
い
け
れ
pJu
も
何
分
に
も
唯

一
個
で
あ
る
か
ら
充
分
に
判
ら
ぬ
の
が

魂
念
で
あ
る
｡
が
然
し
少
-
ど
も
其
の
地
質
時
代
は
全
-

P
liohippus
に
等
し
い
事
は
進
化
の
濯
皮
か
ら
判
断
し

て
言
ひ
科
る
.

次
に
各
化
石
産
地
に
就
き
て
観
察
せ
ら
る
る
蔀
柄
に
よ
-
次
の
五
項
に
就

い
て
略
言
す
る
邸
が
出
凍
る
｡

第

5
.
棚
村
下
租
山
を
様
式
ビ
す
る
フ
ォ
ー
ナ
で

IJ
atio

tis〉Acm
aea

の
如
き
岩
場
樺
の
も
の
ビ

Pecten
の

う
ち
洩
源
枠
の
も
の
だ
が
多

い
｡
静
序
上
此
の
地
方
の
第
三
紀

暦の
中
で
上
部
に
僅
す
る
.
其
の
環
鼻
に
岩
槻
の
近

借
地
酎
上
水
内
部
節
三
組
北
石
崎
和

姦

f
九



地

城

野

八
番

節
三
雄

]畠

二
〇

い
の
は
恐
ら
-
此
の
暦
準
は
不
整
合
の
あ
る
下
底
に
近
い
も
の
で
あ
.～1
0
禦

帯

の
岩
石
よ
-
判
じ
て
此
の
岩
槻
は

粗
相
の
南
に
あ
る
｡
基
塊
岩
ら
し
い
｡

ナ
ニ
アイ

撃
｢

農
村
'
津
和
村
及
び

七

二

骨

相

の
フ
ォ
ー
ナ
は
飴
り

大
差
無

い
｡

出
11b
atia
am
icu
l･a
ビ
G
ly
cim
e
r
i
s

yarnaSak
ii
が
政
も
普
通
で
あ
る
.J

多
-
は
曹
旗
色
の
融
い
砂
岩
で
あ
る
0
竺

の
棚
村
よ
-
も
少
し
く
古
い
時
代

で
少
し
-
操
い
朗
に
沈
積
し
た
も
の
か
ビ
瓜
は
れ
る
0

警

軍

竺

骨
相
飯
森
で
E
y
a
d
ick
ers
on
iが
多

い
0
悲
ら
-
第
二
･,J
大
差
な
き
も
滞
京
-
申
新
上
部
即
ち
カ
リ

フ

ォ

ル

ニ
ア
の

Sa
n

P
ab
i
.

F
.
r
mati.n
に
朝
普
す
る
も
の
ど
恩
は
れ
る
｡

第
四
は
小
附
切
村
上
川
硯
中
で

T
h
y
asila
b
isecta
･,J
l
u
cin
o
m
a
an
n
u
la
ta

が
多

い
○
堕

す

略
ば
等
し
い

が
少
し
洗
い
所
か
ビ
憶
測
す
る
｡

第
五
は
仝
-
趣
を
異
に
し
草
淡
水
で
輩
相
通
病
院
間
に
の
み
出
て
屠
る
｡
比
の
地
方
の
空

転

暦
の
系
統
の
下
部

に
凋
憧
戒
の
.地
層
が
あ
る
｡
可
成

わ
上
郷
で
も
関
の
奥
邦
に
潜

る
所
に
陸
成
の
地
暦
が
在

も
得
る
｡
故
に
此
の
牛
淡

水
が
何
れ
の
圏
準
な
る
か
は
野
外
地
異
家
の
調
資
を
侠
た
ね
ば
判
ら
な
い
｡

昭
だ
此
の
フ
ォ
ー
ナ
は
1

r
a
p
e
Z
iu
m

aponicum
や

O
strel
g
官

S
の
や
-
な
現
世
の
種
芋
北
ハに

C
y
ren
a
が
出
る
轟
を
大
に
珍
だ
す
る
｡

各
の
産
地
に
出
た
種
麹
の
中
.
明
に
判
定
せ
ら
る
る
も
の
だ
け
を
嚢
に
示
し
た
｡
表
で
番
野

鼠

し
た
魔
の
託
を

次
に
託
す
.

P

T
e
reb
ra1ia
l,･oy
am
ai
n
･
sp:

日
本
種
は
早
坂
博
士
が
T
･
朋
O
uld
i
D
a
u
な
-
E
L
で
陸
前
に
て

1
inth
il
n
lP
POn
ic
a

等
ビ

共
に

出

る
ビ

報

じ
ら



れ
L
J
-
の
で
横
山
博
士
は
之
に
辞
し
き
種
を
棚
村
に
得
ら
れ
た
｡
ビ

ル

ス
ブ
-
-
博
士
の

T
ereb
rateila
g.u
ld
i
の

間
は
塾
-
デ
ー
ル
博
士
の
原
岡
に
同
じ
も
の
で
前
に
A
,ieg
asella
g
.u
ld
i
E
L
で
報
じ
た
も
の
の
成
熟
せ
る
も
の
で

あ
る
｡
之
れ
ビ
仝
-

-F
致
す
る
現
世
日
本
産
の
枠
本
で
累
凹
穂
米
氏
が
所
有
せ
ら
る
る
を
賓
兄
し
た
｡
棚
村
の
化
石

は
此
種
ビ
典
-
中
部
の
聞
入
(1
,Ied
ial
sin
u
s
)の痕
跡
な
-
放
射
肋
は
太
-
腹
片
の

C
ard
in
al
m
arg
in
は

一
混
線

を
な
す
｡
横
山
博
士
が
小
葉
に
得
ら
れ
た

T
e
r
eb
ratulina
quant.ensisは
寧
ろ

T
ereb
ratalia
g
ou
ld
i
に
近
接
し

て
屠
る
｡
佃
は
佐
渡
に
出
る
ビ
報
せ
ら
れ
た

T
.g
.u
ld
i
は
早
坂
博
士
の
T
･
sm
ith
i
var
brevis
に
近
い
C
何
れ
に
せ

よ
此
等
の
種
は
カ
リ

フ
ォ
ル

ニ
ア
の

T
,
s
m

ith
i
ビ
縁
が
あ
る
｡
正
し
い
屈
の
名
種
は
内
部
を
検
す
る
を
要
す
る
｡

B
I
B
arb
atia
(sca
p
h
ar
ca
)
ami

cu
ta

(Y
oko
y
am

a
)

カ
リ
フ
オ
ル

]ヌ

鮮
新
下
部
に
普
通
な
る
S
･

iriii､e
a

ta

C
.

nr

a
d

に
近
縁
で
あ
る
が
具
が
大
き
-
な
る
ビ
長
-

延
び
る
傾
向
が
あ
る
事
だ
A
re
a
が
非
常
に
狭
-
頂
が
互
に
堪
拝
す
る
事
の
弾
圧
の
よ
-
強
い
の
AfJ
肋
数
の
平
均
が

破
れ
で
は
二
七
で
あ
る
の
に
此
れ
は
一二
〇
で
少
し
多
い
罫
等
で
匿
別
す
る
｡
ク
ツ
ド
-
ン
グ
に
よ
る
ビ

S
ca
p
h
arca

は

A
r
c

a
よ

り

も

B
arbatia
に
廃
す
る
や
う
で
み
る
｡
私
は
S
cap
h
arca
ビ

A

n
ad
a
r
a

の
匿
別
を
誰
め
や
､
此

れ
を

A
n
ad
arp
に
纏
め
る
罫
に
し
た
｡

ウ
ッ
ド
-
ン
グ
に
よ
る
ビ

A
n
a
d
ara
は
基
型
種
の
誤
解
か
ら
長
-
誤
用
せ

ら
れ
て
居
た
三

一三

部
で
あ
る
｡

故
に
此
鷹
で

Scapharc･q
を
採
用
す
る
革
に
し
た
｡

同
氏
の

D
ilu
v
ar
ca
は

S
eaP
h
arca
の

S
ectio
n

に
過
ぎ
ぬ
も
の
で
は
あ
る
よ
い
か
｡

甲

･
C
a
r
d
iu
m

(L
aevic
ard
iu
m
)
arlg
u
Stum
Y
o
k
oy
a
m

a

.
此
の
亜
属
に
属
す
る
も
の
は
地
中
海
に
L
.
ob
･iO
n
g
u
m
G

m
elin
が
あ
っ
て
本
積
に
似
て
屠
る
｡
然
し
肝
の
数
が

借
地
脚
上
水
内
部
聖

転
化
ホ
略
報

1急

≡



地

球

筋

八
懇

望

義

兵

二
二

少
-
前
期
の
固
さ
が
少
で
あ
る
二

筒
の
完
蚤
な
る
棚
村
産
の
標
本
粛
高
さ
五
七
ミ
リ
長
さ
四
五
-
タ
｡
言

ブ

テ

ィ
ッ
ク
な
珍
種
ビ
言
ふ
事
が
出
凍
る
｡

由
･

C
y
l
e
n
a

s
a
k
a
e
n
sis
n
.
sp
･

金
-
珍
し
い
｡
長
さ
四
五

r,,
リ
高
さ
讐

ミ
リ
｡

琉
球
現
世
に

C
.
1u
ctLan
a
p
itsb
ry

あ
る
も
他
に
は
日
本
に

竺

嘉

後
車
に
サ
イ

レ
ナ
の
響

o
S
Tは
此
れ

一
つ
で
あ
る
0

荷

は
詳
し
-
調

べ
た
上
に
記
載
す
る
0

5
･

M
aclOCalli
s

ta
chishima
･a
P
i
is
b
r
y

M
eretrix
(
C
allista
)
Ch
irl
enSis
ビ
し
て
知
ら
れ
て
居
だ
が
然
ら
す
.
置
別
す
る
事
が
出
来
る
0
本
種
は
北
源
道

千
島
に
現
に
棲
息
L
闘
兼
の
枚
崎
暦
に
化
石
が
多
い
｡

6
･

M
y
a
d
ick
erso
n
i
C
lar
k

ヵ
リ
フ
ォ
ル

言

の
オ

ン
''1
ブ

蒜

に
出
る

マ
イ
-

匿
別
が
困
難
で
あ
る
｡
本
種
は

M
y
a
crassI
G
rewi
ngk

だ
My
a

J
a

po
ica
Jay
芸

中
間
形
で
あ
る
0
7
-
ノ

ー
.i
ド
氏
が

エ
チ

芸

イ
ン
に

M
･
jap
on
ica
だ
す
る

も
の
は
熱
ら
や
し
で
ブ

ー
ル
氏
の

M
y
a

interm
ed
ia
で
あ
る
革
疑
ひ
な
し
｡

叫
･

P

e

c
te
n
(
P

a

-in
o

p
e
c
-e
n
)

h
eal
eyi
Y
a
m
a
sa
ld
i
Y
o
koy
a
m
a

ヵ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
鮮
新
上
部
の
種
"J
頗
鶴
に
解
し
て
等

い
0
肋
が
概
し
て
弱

い
が
カ

リ
フ
オ
ル

言

に
も
非
常
に

弱
い
も
の
が
あ
る
｡

8･
P
ecten
(C
hiamy
S
)
C
osibensis
Y
o
k
o
y
a
m
a

横
山
博
士
は
本
種

を
P
･
heteroglyplus
Y

ok
o
y
a-
a
の
鼻
種
1J

せ
-
れ
た
が
吾
人
は
常
閥
命
名
規
約

に
捉
ふ
故



に

cos
i

bensis
の
優
先
椎
を
静
め
る

｡嘩P
･
C
.sibensis
heteroglyptus
は

P
･
c
o
si
bensis
cos

i

b
en
sis
よ

り

も

慶
典
の
中
軸

に
仲
す
る
事
を
注
意
す
れ
ば
足
る
｡

9
1

.

P
ecten
(
C

h
t
a
m

y
s
)

S

p･

新

種
な
る
罫
疑
ひ
な
き
や
-
で
あ
る
が
材
料

が
不
足
で
記
載
し
難

い
｡

i
O
.
P
rot

o

t
h

aca
sak
a
en
sis
n
･
sp
･

･
元

日
本
産

P.Stamin
e
a

eugl
yp-a
S.
w

e
r
b
y

に
外
形
は
似
て
居

る
が
後
背
練
は
其
れ
よ
rjn
長
-
其
の
終
末
は

固

い
後
副
に
次
第

に
移
化
す

る

｡
彼
種
に
あ
る
切
断
状
の
後
端
は
金
-
無

い
.
彫
刻
は
全
然

P
･
stal｡yi
G
ab
b

に

1
致
し
て
輪
状

の
背
き

ia
m
et1
ae
が
あ
っ
て
放
射
刻
は
湘
-
数
多

い
固

い
肋
で
二
づ
つ
粗
食
ふ
偶
が
あ
る
｡
長
さ

四
三

ミ
リ
､
高
さ
三
五

ミ
リ
､
巾
二
四

｡
五

ミ
,
｡
本
種
の
敢
近
経
は

P･staleyi
で
あ
る
が
此
れ
は
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
の
中
新
上
部
及
び
鮮
新
に
出
る
｡

冨

･
V
e
コ
u
S
Slg
a
ram
iensis.n
･

sp
･

v
enus
stim
p
soni
に
似
て
居

る
が
貝
は
卵
形
ゼ
後
備
は
よ
-
疏

-
聞
み
が
あ
り
頂
は
よ
且

剛
方
に
偏
在
す
る
｡

後
背
練
は
殆
YJ,
水
平
に
走

っ
て

S
tim
p
so
n
i

に
於
け
る
が
如
-
に
は
傾
斜
し
な

い
前
丘
は
破
種
よ

り
も
長

い
O
貝

は
よ
か
凸

で
あ
る
.
貝
の
東
面
は
完
全
に
保
存
さ
れ
て
居
な

い
｡
本
棟
は

S
ti
m
pson
i
だ
典
に
正
し

い
意
味
の

V
enus

に
属
す
る
O
長
さ
八
八

ミ

リ
.
高

さ
六
七

ミ
リ
で
あ
る
.

毘

･
A
cm
a
ea
st
gara
m
ien
sis
n.
SPI

A
･
p
a
llid
a
G
ou
ld

の
二
倍
大

に
逢
す
｡
放
射
彫
刻
は
よ

り
細

で
あ
る
｡
彼
鰭
に
見
ら
る
る
強
い
助
は
無

い
や
-

借
地
幽
上
水
内
那
讐

二
組
他
石
略
報

]八七

二
三



地

球

第

八

塔
節
三
搬

7(八

二
四

で
あ
る
｡
盤
面
は
磨
滅
し
て
居
る
か
ら
唯
縁
か
ら
斯
ぐ

判
断
さ
れ
る
.
｡

即
ち
縁
は
平
滑
で
あ
る
.

桓

3
,
B
uccinum
S
in
a
n
o
en
s
e
p

s
p
.

B
･

und
a
tum
に
近
い
新
種
で
あ
る
｡

荷
は
材
秤
を
多
-
程
な
け
れ
ば
充
分
な
記
載
が
出
凍
難
い
｡

忘

･
T
u
ll
itetla
a
ff
･

fol
titir
a
ta

S

ow
erby

T
･
fortilirata
は
原
則
ビ
し
て
四
の
肋
が
あ
る
の
み
｡
本
品
は
三
の
拙
い
肋
が
あ
る
｡

i
6
･

fl
a
lio
tis

K
a
m
tsc
h
a
tk
a
n
a

K
o
y
a
m
a
i
n
.
su
b
sp

H
･
kam
tsch
atkana
Jonas
に
形
及
び
捕
れ

山
あ
る
有
戚
等
は
同
じ
で
あ
る
が
螺
旋
刻
は
細
-
数
多
あ
っ
て
微
積

に
於
け
る
や
-
に
は
上
両
が
平
た
-
鈍
-
幅
狭
-
し
て
囲
み
が
あ
る
｡

結
語
.
以
上
の
略
報
を
紙
潤
し
て
粋
翰
す
れ
ば
上
水
内
郡
内
第
三
紀
厨
の
上
宇
部
は

.f
部
は
鮮
新
下
部
で

1
部
は

申
新
上
部
で
あ
っ
て
､
カ
リ

フ
ォ
ル

ニ
ア
の
E
tch
eg
oin.

か
ら

Sanpab
lo
あ
た
-
に
相
皆
す
る
｡
遠
州
の
大
井
川

附
近
第
三
紀
層
の
掛
川
統
ビ
堀
之
内
銃
も
他
の
難
由
に
よ
-
略
ぼ
同
じ
時
代
だ
判
定
せ
ら
る
る
に
踊
ら
や
其
の
フ
ォ

ー
ナ
は
大
差
あ
ら
｡

一
は
拾
い
汲
昔
即
ち
避
流
の
支
配
下
に
あ
-
'

1
は
狙
い
甑
昔
即
ち
L]
流
の
支
配
下
に
あ
る
｡

海
流
の
影
響
の
大
き
な
る
は
斯
-
の
如
-
で
互
に
混
入
し
髄
は
な
か
っ
た
理
由
は
両
者
を
分
っ
陸
地
の
常
時
存
在
し

た
事
に
蹄
す
る
｡
各
フ
ォ
ー
ナ
の
中
岡
足
し
た
の
は
四
十
五
種
で
其
の
中
二
十
種
は
現
在
棲
息
す
る
輩
が
知
ら
れ
て

居
な
い
.0

(
附
託
)

表
中
北
安
曇
郡
美
麻
村
以
下
の
も

り
は
横
山
許
海
外
出
敏
後
到
着
し
､
黒
内
徳
光
君
の
鑑
定
を
煩
は
せ

ー
る
も
の
で
.
政
の
外
に
未
駿
東
の
新
種
四
､
五
あ
-
他
の
横
倉
に
譲
る
事
に
す
〟{･
0
(
本
間
)

iu



有 名 敬山 疏西 1樺E.ノ浄 董ミ午東北 良ノ甫2ノ),tr北 ■lコノ･西

AnomialiSChkeiI)AUTZENBERG&FTSOtTER ×∃ I I ×

(2) Barbatia(Scapharca)Amicuh YOKOYAAIA ×j X×××× ×××××× × × ×× ×

Cardium8hinjie一泊e YOKOYAMA. × ×
Carditlm BP. ix 】l ×

I(4) Cyrena組knenSi㌃n.叩. ち× XX×

I)osiniasr.. × × × × × 岳【×
hhcomasp. × i ≡≡

二旺odiolu.qmodiol耶 LⅠSCHKE X× × × ×× ×× × × × × × × 1
(早)一､町 adickersoni CⅠ一ARf( × × l

-A(yajarN)nlCa JAY × × × × × X × ×
叫 til朋 CraSSit占Sta LⅠSCtIRE X
OBtreaglg38 TⅠⅠUNBlmO. X 】i × × I.

pandora(keTLnerleya)pulchelh YOEOYAMA × X ×
Panopegenero粗 00UL1) X ×

(7) Pecten(patinopecten)healeyiyama弧kiiYOEOYAh(A X × × liX × i
Pecten(pBtinopectetl)tryblinm YOKOYAAIA FX X

(9) Pecten(cblamyS)8p. × × ×
Pitaria8p. X I】 i

くlO)pProtothaca粗kaen持isn.sp. ×
SATlguinohria8p.. ×
SaxiomulT)urpur&tuLISOWERBY -: ∫ ×
So Sp. X ×

Spi月 .qachalinetl軸 (SCERENCE) × × × × ×
Spis.a 871. × × × X~ ×

a SP' × × ××
ciapubescens PUIJT × lI××
･qira(Cont.hocele)bi8eCtanipponicaYABE&NOMURA X × × × ×~ × × ××

TrapeziumJaponlCum PⅠLSBRY × Fi ×
(ll) VenusSigaramieⅠl由 n.Sp. × ?

VenuByOkoyamaihfAKⅠYAh(A × ×
VenuSBp. × × × !

腹 足 類 l

(12)Acmaea.qigaramien由 n.!!p. × 【
(13) Buccinum.qinanoeTl8e n.tlp. × × × 【

Buccinum 叩. ××× × ? I
Chry80domu.qarthriticu1 (BERNERI) × ト
ChrysQdomus sp. × × × × X
Crep agrandis AfⅠI)D ×
Crep ulanavia YOEOYAhfA ×

niuTrL(Boreoscala)groenlandicum PERRY ×
Ea skamtSClmtkamako.yamaitl.Subp. i
Naticajanthostoma ×̀ X
yatiea sp. × × × × × × X

Tegula(Chlorostona) Sp. × -
Traphonsolitarius YOXOYAhfA × × ×
Tu竺aliacfF.g如 s MARTENS ×!

(ー4) Turritellacrf.fortilirata SQWERBY × ×

LinthianipponlCa TOEUNAGA ×天 × × X×


